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特定非営利活動法人　エコ．エコ

(ecology.　economy)

                                                記憶の風景（4） 野田のサギ山（その三） 
 　享保年間に、人間は見沼一帯を沼から田に変えました。泳げないサギ類にとって広大な田んぼは、

水が浅くドジョウやザリガニなどの生きものが多く棲む最高のエサ場でした。見沼は、紀州徳川家の

鷹場であったこともあり特別に保護されていました。サギ山はある意味人間が作り出した自然なので

す。 

 　さぎ山はなくなりましたが、見沼界隈の野田小学校、浦和学院の校章にはサギが描かれています。

さぎ山と言う名前が永久に残るようにと記念館と公園が昭和 61 年 5 月に

開園されました。 公益財団法人埼玉県生態系保護協会のホームページには

設立に至る経緯が書いてあります。農薬がまかれた翌日にはサギだけでは

なくツバメやムクドリ、タカまで動物病院に保護されてきました。農薬や

川の汚れ、森が荒れたことにより死ななければならなかった多くの生きも

のの事を考えたとき、傷の手当てだけでは、野生の生きものを守ることが

できないということで会を設立したと書いてあります。獣医師で、協会の

会長でもある池谷奉文さんにお話しを伺う機会がありましたので、ホーム

ページに掲載されている通りに理解しても良いですかと尋ねましたところ、サギを抱くように手を広

げて「見沼の最後のサギが私の手の中で、死んでいったのですよ。そのことがキッカケで会を作ったので

す。」と昨日のことのようにお話ししてくださいました。 

    見沼の情報発信基地として「見沼・さぎ山交流ひろば」の活動が進められています。「さぎ山記念公園」

は見沼田んぼの情報発信の拠点のひとつで、それぞれの団体は見沼のホームエリアで活動します。

2016 年 9 月現在、会員として 13 団体とサポーターとして 11 団体により構成されています。この会の

副会長である島田由美子さんにサギのことを伺いましたところ「白いサギは景観として田んぼにあう

と思います。今日もサギがいたので、つい写真のシャッターを押してしまいました。」と話してくだ

さいました。島田さんは、減農薬で田んぼの活動を行っている団体「NPO

法人見沼ファーム 21」の代表で、自ら田んぼに出て作業もしている方です。

また、フナノの保存会も立ち上げています。島田さんの活動範囲が増える度

に、見沼に美しい景観が広がっていくように思います。 

 　生態系ピラミッドの三角形を考えるとき、人間はどこに入るのと良く聞か

れます。人間を組み込んだより良い図が浮かびませんが、人間は自然なくしては、生きていけません。

自然を壊すのも人間、自然を守るのも人間なのです。地球の歴史の積み重ねである資源を手に入れたと

き、自然の中の一員であることを忘れた人間が現れたのです。石油は 1千万年、ウランは 1億年くらい

かけて形成されたものです。地球が途方もない時間をかけて作った物をわずか 200 年で燃やし尽くそうと

しているのです。長い地球の歴史を考え、出来れば自然を守る人側の人が増えることを願うばかりです。

見沼にあっては、その橋渡しがあのサギたちかもしれないのです。        

                                                              聞き書きも含め文責 加倉井範子 

※NPO法人エコ . エコは、見沼・さぎ山交流広場」に会員として参加しています。2016 年 10 月 29 日、10 月 30 日、

11 月 3日に行われる「見沼秋フェス」に参加します。 

シラサギ記念館

フナノ



    kaerunomaru で検索

NPO法人　エコ．エコ

　

里山 .com　

里山、畑、湿地体験をします。
詳しくは HP（エコ .エコで検索）
◇日時　原則第 1土曜日ですが作物により変更が
あります。ホームページで確認してください。
◇時間　13 時 15 分 ～ 16 時頃
◇集合場所　トラスト 1号地東屋
◇参加費　一般家族    1000 円　
　　　　　会員家族     500 円
雨天時は第 2土曜日に順延
昨年の実績
時々、収穫物配布（タケノコ、ジャガイモ、
サツマイモなど）、
食（マシュマロ焼き、スモークなど）
クラフト（染色、リースなど）などがあります。
◇保険の関係がありますので、参加される方は
5日前に連絡してください。道具などはこちらで
準備します。

今後の予定

http://members3.jcom.home.ne.jp/kaerunomaru/

マルコ保全
第２木曜日・第３金曜日　９時から
さいたま市緑区
南部領辻三角下 (トラスト１号地西側 )

we can be happy

If all people understand 

nature on the earth ともだち

nature is my 

     
自然は

best friend

　　　　　さいたま市マッチングファンド助成事業

NPO法人エコ．エコは生物多様性の保たれる空間が広がることを活動の目的にしています。

イベント
トリエンナーレ　南浦和文化センター
11 月 12 日土曜日　11 月 13 日日曜日

 見沼秋フェス　さぎ山記念公園
10 月 29 日土曜日　10 月 30 日日曜日
11 月 3日木曜日　

 桜エコフェスタ　桜環境センター
11 月 27 日日曜日　

観察会

11 月 20 日（日）   秋の薬草観察会
12 月 18 日（日）   冬鳥の観察会　
   1 月 15 日  （日）   凧揚げ（子ども 200 円）　
   2 月 19 日  （日）   科学遊び &お楽しみ
   3 月 25 日  （土）   野遊び   いつもと違って土曜日です。
　　　　　    　 
■集合場所　見沼自然公園入り口東屋

■時間　　　9時 30 分～ 11 時 30 分

会費　大人 500 円　子ども 100 円

交通手段

観察会
見沼自然公園

大宮駅発－

さいたま東営業所行き

締切橋下車

里山．com
さいたま市緑区

南部領辻

東浦和駅発－

さいたま東営業所行き

総持院下車

見沼自然公園　たこ揚げ
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